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本 書 の 使 い 方 

 

  ・本書は、ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣに関する機能解

説書です。 

 

  ・本書の読者は、ＴＣＰ／ＩＰプロトコルとネットワークおよび通信手順等について基本的な知識を必

要とします。 

 

  ・ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ関連のマニュアルには、本書の他

に「取扱説明書」、「導入／運用の手引」、「機能解説書 全体概要編」、「機能解説書  

ＳＮＭＰ･ＳＮＴＰ編」があります。 
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第１章 概要 

 

本章は、ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ（以降、 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒと呼称することがあります）の概要を記述しています。 

 

１．１ 特徴 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ＢＳＣ系手順、ＨＤＬＣ系手順、無手順のホストや端末の設備を変

えることなく、専用線ネットワーク／光ループ／ＦＤＤＩ等をＩＰネットワークに統合することが

可能です。 

 

ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系には以下の特徴があ

ります。 

 

（１） ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

ＢＳＣプロトコルのテキストや伝送制御キャラクタ（以下ＴＣＣ）をＴＣＰ／ＩＰパケットに

カプセリングします。 

また、ＴＣＰ／ＩＰパケットをテキストやＴＣＣ変換します。 

 

（２） 各種制御機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ＢＳＣプロトコルを単純にＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリン

グするだけでなく、カット＆スルー機能やフィルタリング機能等を持ち、高信頼性、高スルー

プットを実現します。 

 

（３） 各種メンテナンス機能 

ＰＣまたは前面の簡易キーボードとＬＣＤを使用して、設定やメンテナンスが可能です。 

設定変更や障害時の切り分けが容易に行えます。 

 

（４） 外部 HUB とのリンク状態監視 

  ＵＳＴが接続する外部ＨＵＢとのリンク状態を、１秒間隔で監視します。 

リンク状態がアップ→ダウン、またはダウン→アップに変化したら、ログを出力します。 

また、リンク状態がダウンからアップ状態に変化した場合、各通信基板、およびＭＣＵ基板か 

ら、Gratuitous ARP（PowerON ARP と同一の ARP）を送信します。 

 

（５） ＳＮＭＰエージェント機能 

  ＳＮＭＰ ｖ１に準拠したエージェント機能が使用できます。 

但し、ＳＮＭＰマネージャからの管理情報取得要求とトラップ通知のみをサポートし、管理情

報変更要求はサポートしていません。 

ハード監視状態、ＵＳＴ情報、各通信基板の監視状態（SC-8279）を拡張ＭＩＢとして実装し 

ました。 

電源ＯＮ、監視状態の変化をＳＮＭＰトラップで通知します。 

ＳＮＭＰマネージャは、最大３件まで登録できます。 
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（６） ＳＮＴＰクライアント機能 

タイムサーバに対して、設定した日付に１日１回時刻要求を行い、内蔵時計の時刻を修正する 

ことができます。時刻要求日は、1 ヶ月あたり最大５日まで設定できます。 

通信基板における時刻修正精度は、±１秒です。 

 

（７） セキュリティ機能 

セキュリティ機能として、以下の３つの機能があります。 

① キーボード・ロック機能 

② ＬＡＮ経由メンテナンスコマンド・ロック機能 

③ ＩＰアドレス非表示機能 

 

（８） 本体シリアル番号表示機能 

      ＳＣ－８２３９／５９は本体シリアル番号を書き込み、表示することができます。 

 

 

ＳＣ－８２７９には上記の特徴に加えて、以下の特徴があります。 

 

（１） 最大４８ポートのサポート 

通信基板を１２枚装着することにより、ＷＡＮ側最大４８ポートの構成が可能です。 

多ポートを集約したことにより、ラックマウント時で弊社製ＳＣ－８２５９と比較して最大 

５３％のスペース効率がアップします。 

 

（２） フェイルセーフ機能 

監視切替制御基板（ＭＣＵ）による自動切替機能を持ち、フォールバック・スイッチと連動し

て通信基板故障時に予備基板と自動的に切り替えます。 

また、電源部は各通信基板に搭載し、電源故障時の影響を最少化します。 

 

 （３） ホットスワップ機能 

システム稼働中に通信基板の増設、交換が可能です。 
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１．２ 位置付け 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、ＢＳＣ系手順のテ

キストやＴＣＣをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 

 

図 １．１ システム構成 
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１．３ サポート構成 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系は、以下のシステム構成をサポートします。 

 

（１）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末 

 

 

端末 

 

 

端末 

 

 

ホスト 

 

M 

M 

専用線ネットワーク等 

 

端末 

 

 

ホスト 

 

IPTranslator 

 

ＩＰネットワーク 

 

IPTranslator 

 

ＤＴＥ設定で使用 

 

ＤＴＥ設定で使用 

 

M ：専用線モデム等 

 



 

 5 

 

（２）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ２ 
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（３）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ３ 
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１．４ 基本機能 

 

（１）ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、ＢＳＣ系手順

のテキストやＴＣＣをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 

これにより、専用線、ＦＤＤＩ、光ループ等の回線をホスト、端末を変更することなしにＩＰネッ

トワークに統合が可能です。 

 

図 １．２ プロトコル構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種制御機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系は、以下の制御機能を持ち、信頼性、スループットを高めて

います。 

 

・ＴＣＣフィルタリング機能 

・カット＆スルー機能 

・テキスト再送機能 

・マルチドロップ機能 

 

詳細は、２章を参照して下さい。 

 

（３）プロトコルサポート機能 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系は、以下プロトコルをサポートします。 

 

 全銀、ＪＣＡ 

 ＢＳＣ１、ＢＳＣ２、ＢＳＣ３、Ｌ２Ｂ、Ｌ２Ａ、ＦＴＳ、ＦＴＳ４ 

 ＨＳＣ１、ＨＳＣ２、ＨＳＣ３ 

 Ｂ改半２重 

 非同期コンテンション、非同期ポーリング手順等 

 

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

TCP 

IP 

V.24/V.28 

Ｘ.21 

10/100/1000 

BASE-T 

 

ホスト 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ 

外部機器 

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

TCP 

IP 

V.24/V.28 
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10/100/1000 

BASE-T 
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（４）監視機能 

 

監視切替制御用の専用基板（以降、ＭＣＵ基板）により、各通信基板の状態が監視できます。各

基板の稼働状況をホストに通知することができます。（ＳＣ－８２７９のみ） 

また、ファン状態の監視を行います。（ＳＣ－８２７９／８２５９のみ） 
 

（５）切替機能 （ＳＣ－８２７９のみ） 

 

ＭＣＵ基板により、故障基板を自動的に予備の基板に切り替えることができます。 

また、前面のキーボードから手動での切替も可能です。 
 

（６）ホットスワップ機能 （ＳＣ－８２７９のみ） 

 

 稼動中に基板の交換、増設が可能です。 

 

 （１）、（３）、（４）、（５）の詳細に関しては「機能解説書 全体概要編」を参照して下さい。 
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第２章 機能解説 

 
本章は、ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系についての解説

を記述しています。 

 

２．１ 基本伝送仕様 

ＳＣ－８２７９／８２５９／８２３９の基本伝送仕様を表２－１に示します。 

表２－１ 基本伝送仕様 

項番 項目 内容 標準値 

１ 適用回線 専用線 専用線 

２ ハードウェア 

インターフェイス 

Ｖ．２４／Ｖ．２８ 

Ｘ．２１（専用線タイプのみ） 

－ 

３ 伝送速度   1.2k / 2.4k / 4.8k / 9.6k / 19.2k/38.4k/48k 

/57.6k/64kbps 
9.6kbps 

４ 回線構成 ポイントツーポイント 

ポイントツーマルチポイント 

ポイントツー 

ポイント 

５ 通信方式 半二重通信方式 － 

６ 同期方式 独立同期方式（ＳＹＮ同期方式） 

調歩同期方式 

独立同期方式 

７ 接続制御方式 コンテンション方式、ポーリング方式 ＊ 

８ 伝送制御コード ＥＢＣＤＩＣ 

ＪＩＳ８ 

ＪＩＳ７ 奇数パリティ 

ＪＩＳ７ 偶数パリティ 

ＥＢＣＤＩＣ 

９ 伝送形式 透過／非透過 ＊ 

１０ 伝送方式 ＥＴＸ単信／ＥＴＢ列信／ＥＴＸ列信 ＊ 

１１ 応答方式 ①ＡＣＫ０／ＡＣＫ１交互応答およびＮＡＫ否定応答 

②ＡＣＫ／ＮＡＫの交互応答 

③ＡＣＫ応答およびＮＡＫ否定応答 

① 

１２ 誤り制御方式 ＣＲＣ１６ 

ＣＣＩＴＴ－０ 

使用せず（調歩同期方式のみ） 

ＬＲＣ－ＯＤＤ（調歩同期方式のみ） 

ＬＲＣ－ＥＶＥＮ（調歩同期方式のみ） 

チェックサム方式 ８ビット（調歩同期方式のみ） 

チェックサム方式 １６ビット（調歩同期方式のみ） 

ＣＲＣ１６ 

１３ ＲＳ信号 制御する（送信時のみＯＮ）／しない（常時ＯＮ） しない 

１４ 送受信クロック 内部（ＳＴ１）／外部（ＳＴ２、ＲＴ） 外部 

１５ 伝送ブロック長 最大４０９６バイト ４０９６ 

１６ 局タイプ 優先局／非優先局 ＊ 

１７ 発着呼制御手順 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２５ｂｉｓ － 

＊ 標準設定で両方の仕様を満たします。 
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２．２ ハードウェアインターフェイスと伝送速度 

 

 ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、使用回線によって以下の制限があります。 

 （１）ＳＣ－８２３９ 

 

 ［Ｖ．２４／Ｖ．２８、Ｘ．２１］ 
 

使用ポート数 
通信速度の制限 

ＳＹＮ同期方式 調歩同期方式 

１ポート ６４ｋｂｐｓ以下 ５７．６ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート４８ｋｂｐｓ以下 各ポート３７．８ｋｂｐｓ 

 
 

（２）ＳＣ－８２５９／７９ 

   各通信ボード単位に以下の制限があります。 

 

 ［Ｖ．２４／Ｖ．２８、Ｘ．２１］ 

使用ポート数 
通信速度の制限 

ＳＹＮ同期方式 調歩同期方式 

１ポート ６４ｋｂｐｓ以下 ５７．６ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート４８ｋｂｐｓ以下 各ポート３７．８ｋｂｐｓ 

３、４ポート 各ポート１９．２ｋｂｐｓ以下 各ポート１９．２ｋｂｐｓ以下 
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２．３ 動作シーケンス 

 

以下にＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣ系における動作シーケンスを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト ＵＳＴ ＩＰネットワーク ＵＳＴ 端末 

ACK0 

ACK0 

ENQ 

ENQ 

ACK1 

ACK1 

TEXT 

TEXT 

EOT 

EOT 

ENQ 

ENQ 

ACK0 

ACK0 

TEXT 

TEXT 

ACK1 

ACK1 

EOT 

EOT 
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２．４ メッセージ・フォーマット 

 

（１） 伝送制御キャラクタ（ＴＣＣ） 

 

Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｌ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

  Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｔ 

Ｔ 
Ｃ 
Ｃ 

  
 

  ＴＣＣとしては、以下の種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）電文 

 ①非透過電文 

 

Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｌ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ｘ 

テ キ ス ト 

Ｅ
Ｔ
Ｂ 

／
Ｅ
Ｔ
Ｘ 

Ｃ
Ｒ
Ｃ 

Ｃ
Ｒ
Ｃ 

Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｔ 

 

 ②透過電文 

 

Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｌ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｓ
Ｙ
Ｎ 

Ｄ
Ｌ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｘ 

テ キ ス ト 
Ｄ
Ｌ
Ｅ 

Ｅ
Ｔ
Ｂ 

／
Ｅ
Ｔ
Ｘ 

Ｃ
Ｒ
Ｃ 

Ｃ
Ｒ
Ｃ 

Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｔ 

 

 

Ｄ
Ｌ
Ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｋ 

Ｅ
Ｏ
Ｔ 

Ｅ
Ｎ
Ｑ 

Ａ
Ｃ
Ｋ
１ 

Ａ
Ｃ
Ｋ
０ 

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｔ
Ｔ
Ｄ 

Ｒ
Ｖ
Ｉ 

Ｅ
Ｏ
Ｔ 

Ｄ
Ｌ
Ｅ 

Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｔ 

Ａ
Ｃ
Ｋ 
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２．５ 伝送制御コード 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣで使用する伝送制御コードを表２－２に示します。 

 

表２－２ 伝送制御コード一覧 

  コード(HEX)  

No. 記号 
EBCDIC JIS8 

JIS7 

ODD 

JIS7 

EVEN 

意       味 

１ ＳＹＮ ３２ １６ １６ ９６ 同期信号 

２ ＤＬＥ １０ １０ １０ ９０ 伝送制御拡張 

３ ＳＴＸ ０２ ０２ ０２ ８２ テキスト開始（透過モード時はＤＬＥ・Ｓ

ＴＸ） 

４ ＥＴＢ ２６ １７ ９７ １７ ブロック終結（透過モード時はＤＬＥ・Ｅ

ＴＢ） 

５ ＥＴＸ ０３ ０３ ８３ ０３ テキスト終結（透過モード時はＤＬＥ・Ｅ

ＴＸ） 

６ ＡＣＫ０ １０・７０ １０・３０ １０・Ｂ０ ９０・３０ 肯定応答 

７ ＡＣＫ１ １０・６１ １０・３１ １０・３１ ９０・Ｂ１ 肯定応答 

８ ＡＣＫ ２Ｅ ０６ ８６ ０６ 肯定応答 

９ ＮＡＫ ３Ｄ １５ １５ ９５ 否定応答 

１０ ＥＯＴ ３７ ０４ ０４ ８４ 伝送終結 

１１ ＥＮＱ ２Ｄ ０５ ８５ ０５ 接続要求または応答督促 

１２ ＷＡＣＫ １０・６Ｂ １０・３Ｂ １０・３Ｂ ９０・ＢＢ 送信待機要求 

１３ ＷＡＢＴ － １０・３Ｆ １０・ＢＦ ９０・３Ｆ 送信待機要求 

１４ ＴＴＤ ０２・２Ｄ ０２・０５ ０２・８５ ８２・０５ テキスト一時遅延 

１５ ＲＶＩ １０・７Ｃ １０・３Ｃ １０・ＢＣ ９０・３Ｃ 反転中断 

１６ ＤＬＥ 

・ＥＯＴ 

１０・３７ １０・０４ １０・０４ １０・８４ 公衆回線切断 

１７ ＤＬＥ 

 ・｜ 

－ １０・７Ｃ １０・７Ｃ ９０・ＦＣ 中断応答 

１８ ＰＡＤＬ ３２ １６ １６ ９６ リーディングパッド 

１９ ＰＡＤＴ ＦＦ ＦＦ ＦＦ ＦＦ トレーリングパッド 
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２．６ 時間監視 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣで使用する監視タイマーについて表２－３に示します。 

 

表２－３ 監視タイマー一覧 

項番 タイマー名 意味 標準設定値

（秒） 

設定範囲 

（秒） 

設定単位 

（秒） 

１ ＴＭ３ 電文送信後応答待ち ３ ０．５～１２７ 

または無限大 

０．５ 

 

 

 

２．７ 再送カウンター 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ ＢＳＣで使用する再送カウンターについて表２－４に示します。 

 

表２－４ カウンター一覧 

項番 タイマー名 意味 標準設定値

（回） 

設定範囲 

（回） 

 

１ ＲＴ４ 電文送信後ＮＡＫ受信による電文再送回数 ７ ０～２５４ 

または無限大 

２ ＲＴ５ 電文送信後無応答による督促ＥＮＱ再送回数 ７ ０～２５４ 

または無限大 
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２．８ カプセリング機能 

 

  ホストまたは端末から受信したＴＥＸＴやＴＣＣをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 

  また、ＴＣＰ／ＩＰパケットをＴＥＸＴやＴＣＣに変換します。 

  カプセリングの対象となる電文やＴＣＣのフォーマットは、２．４に記述しています。 

  尚、ＣＲＣエラーが発生した電文に関しては、破棄します。 

 

 

 

     ＥａｒｔｈＮｅｔ                  回線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （注）独自ヘッダは、ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ間の内部処理のために必要です。 

 

 

IPTranslator 

IP 

ヘッダ 
TEXT 

TCP 

ヘッダ 
独自 

ヘッダ 
TEXT CRC ETX 

ホスト 

／端末 

SYN SYN PADL PADT ENQ 
IP 

ヘッダ 
TCP 

ヘッダ 
独自 

ヘッダ 

ＴＥＸＴ 

ＴＣＣ 

SYN SYN PADL STX PADT 



 

 17 

 

２．９ カット＆スルー機能 

 

（１）カット＆スルーを使用しない場合の動作概要  

 

この場合、テキスト単位の蓄積伝送のため専用線接続等に比較し、通信時間が約２倍強かかってしま

います。 

ホスト、端末間の通信速度を上げることでこの遅延を抑えることが可能ですが、端末等の能力の   

問題で不可能な場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伝送時間（ＴＥＸＴ送信開始からＡＣＫ受信までの時間）＝２ｔ１＋ｔ２＋２ｔ３＋ｔ４≒ ２ｔ１ 

 

 

 

 

ｔ１ 

ｔ１ 

ｔ2 

ｔ4 

ｔ3 

ｔ3 

ＴＥＸＴ 

ＡＣＫ 

ＴＥＸＴ 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator 端末 

ＡＣＫ 

ｔ１ 

ｔ１ 

ｔ2 

ｔ4 

ｔ3 

ｔ3 
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（２）カット＆スルー方式の場合の動作概要 

 

カット＆スルーを使用した場合、テキスト受信途中でＬＡＮ側に送信を開始するため１０～５０％程

度の遅延時間に押さえることが可能です。 

但し、ゆらぎの大きい（ネットワーク遅延にばらつきが多い）ＩＰネットワークの場合、テキスト中

にフィラーが送信される等の影響がでる可能性があります。 

テキストの最初のフレームの送信開始を遅らせることでフィラーの発生を最小限にすることが、可能

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   伝送時間（ＴＥＸＴ送信開始からＡＣＫ受信までの時間） 

   ＝ｔ０＋ｔ１＋ｔ２’＋２ｔ３＋ｔ４≒ ｔ０＋ｔ１ 

 

 

ＴＥＸＴ 

ＴＥＸＴ ｔ１ 

ｔ0 

ｔ2’ 

ＡＣＫ 

ＡＣＫ 

ｔ4 

ｔ3 

ｔ3 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator 端末 

ｔ１ 

ｔ0 

ｔ2’ 

ｔ4 

ｔ3 

ｔ3 
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２．１０ 再送ＴＣＣフィルタリング機能 

 

 ＩＰネットワークの一時的な障害やパケットのロストが発生した場合、単純なカプセリングのみ 

 で伝送を行うと送信側のシーケンスが受信側に反映されない場合があり得ます。 

 下図の場合、ホスト側ではＥＮＱが秒単位でリトライしますが、端末側では瞬時にリトライとなり 

 ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでは、下図のようにＴＣＰの応答が返る前の再送ＴＣＣをフィルタリング 

 します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator 端末 

１時的

な障害 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 
ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator 端末 

１時的

な障害 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 
ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 

ＥＮＱ 
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２．１１ テキスト再送機能 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでは、テキストが回線障害等で紛失した場合、ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒで

再送する機能を持っています。 

この機能により、迅速な障害回復が可能となり、不要なパケットをＩＰネットワーク上に送信すること

を防ぎます。 

  下図は、再送機能のシーケンスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＡＣＫ／ＮＡＫ交互応答設定時には、否定応答による再送を行わず受信した応答を返します。 

※※カット＆スルー機能を使用している場合には、再送を行わず受信した応答を返します。 

 

ホスト ＩＰネットワーク 

ACK0 
ACK0 

ENQ 

ENQ 

TEXT 

異常 TEXT 

NAK 

EOT 

EOT 

ACK1 

ACK1 

TEXT 

IPTranslator 端末 IPTranslator 

否定応答を受信した

際には、ＴＥＸＴを

再送します。 
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２．１２ マルチドロップ機能 

 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでは、専用線等でマルチドロップ形式接続されているシステムの回線の置き

換えも可能となっています。 

セレクションアドレス、ポーリングアドレス毎に宛先のＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒのＩＰアドレスと物

理ポートアドレスを指定が可能となっていますので柔軟なネットワーク構成をとることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
端末 

 

IPTranslator 

 

 
端末 

 

IPTranslator 

 

ホスト 

 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

ホスト 

 

   

端末 

 

端末 

 

端末 

 

Ｍ Ｍ Ｍ 

Ｍ 

   

端末 

 

端末 

 

端末 

 

Ｍ Ｍ Ｍ 

ホスト 

 

IPTranslator 

 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

Ｍ 

IPTranslator 

 

 
端末 

 

IPTranslator 

 

IPTranslator 
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２．１３ 通信設定項目 

（１）通信モード 

ＳＹＮ同期、調歩同期の選択を行います。 

 

（２）通信速度 

  １２００ｂｐｓ、２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、 

  ３８．４ｋｂｐｓ（調歩同期のみ）、４８ｋｐｂｓ（ＳＹＮ同期のみ）、 

  ５７．６ｋｂｐｓ（調歩同期のみ）、６４ｋｂｐｓ（ＳＹＮ同期のみ）が選択可能です。 

  伝送速度の制限は、２．２を参照して下さい。 

 

（３）データビット長 

（１）で調歩同期を選択した時に指定する必要があります。７ビットか８ビットが選択可能です。 

 

（４）垂直パリティ 

（１）で調歩同期を選択した時に指定する必要があります。 

奇数、偶数、無しの選択が可能です。 

 

（５）ストップビット長 

（１）で調歩同期を選択した時に指定する必要があります。 

１、１．５、２ビットの選択が可能です。 

 

（６）伝送制御コード 

   伝送制御コードの種別を選択します。ＥＢＣＤＩＣ、ＪＩＳ８、ＪＩＳ７奇数パリティ、ＪＩＳ７ 

   偶数パリティが選択可能です。 

 

（７）誤り制御方式 

ＳＹＮ同期を選択した場合、CRC16 または CCITT-0 が選択可能です。 

調歩同期を選択した場合、使用せず、LRC-ODD、LRC-EVEN、ﾁｪｯｸｻﾑ 16 ﾋﾞｯﾄ、ﾁｪｯｸｻﾑ 32 ﾋﾞｯﾄの中

から選択します。 

 

（８）タイマー、カウンター 

２．６、２．７を参照して下さい。 

 

（９）応答の種類 

ACK0/ACK1 交互応答、ACK/NAK 交互応答、ACK 応答から選択します。 

 

（１０）応答督促区分 

応答督促 ENQ のコードを選択します。ENQ、DLE・ENQ、ENQ・ENQ の選択が可能です。 



 

 23 

 

（１１）フロー制御区分 

WACK またはなし、WABT から選択します。 

 

（１２）受信ブロック長 

テキストの最大長を指定します。４０９６バイトまでの範囲で設定します。 

これ以上のブロック長のテキストを受信した場合は、テキストを破棄します。 

但し、カット＆スルーを指定した場合は、「テキスト分割サイズ × 分割入力ブロック最大数」が、

テキストの最大長となります。 

 

（１３）リーディングＰＡＤ 

コードを指定します。 

 

（１４）トレーリングＰＡＤ 

ＦＦ、ＦＦまたは７Ｆの選択が可能です。 

 

（１５）ＳＹＮＣ数 

テキストまたはＴＣＣ送信前に送信するＳＹＮＣの数を指定します。 

 

（１６）タイムフィラー 

使用する、しないを指定します。 

 

（１７）ＲＳ信号の制御 

する、しないを指定します。 

 

（１８）送受信クロック 

内部、外部を指定します。 

 

（１９）ＳＹＮＣ数 

テキストまたはＴＣＣ送信前に送信するＳＹＮＣの数を指定します。 

 

（２０）カット＆スルー 

使用する、しないを選択します。 

 

（２１）テキスト分割サイズ 

カット＆スルーを使用した場合のパケット化する単位を指定します。 

この場合、受信ブロック長は、無効となります。 
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（２２）分割入力ブロック最大数 

カット＆スルーを使用した場合の入力ブロックの最大数を指定します。 

ＥＴＸの受信が抜けた時に無制限に受信し続けるのを防ぎます。 

但し、「 最大テキストサイズ ＜ テキスト分割サイズ × 分割入力ブロック最大数 」である

必要があります。 

 

（２３）送信開始ディレイタイマー 

カット＆スルーを使用した場合のＳＴＸを先頭とする最初のブロックを送信するまでのディレイ時間

を指定します。 

ネットワークのゆらぎが大きい場合、長く設定するとフィラーの送信を防ぐことができます。 

但し、長くしすぎるとカット＆スルーの効果が薄れます。 

 

（２４）カット＆スルー使用時の次ブロック待ちタイマー 

カット＆スルーを使用した場合、送信側で次ブロックがＬＡＮ側から届かない場合、ＷＡＮ側にはフ

ィラーを送信します。このタイマーがタイムアウトするとフィラーの送信を打ち切り、送信動作を停

止します。ブロックの途中で LAN 伝送がストップした時の対策です。 

 

（２５）ＰＯＬアドレス、ＳＥＬアドレス 

マルチドロップ機能を使用する場合、ＰＯＬアドレスまたはＳＥＬアドレスと宛先ＵＳＴのＩＰアド

レス＋物理ポートの対応を入力します。 
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「空白」 
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第３章 使用上の注意事項 

 

３．１ カット＆スルー使用時の注意点 

 

（１）通信速度に関して 

 低速での通信に有効な機能です。１９．２Ｋｂｐｓ以下の場合に御使用ください。 

使用する回線の通信速度が１９．２Ｋｂｐｓを越える場合には、カット＆スルーを使用しても伝送効率 

ＵＰは望めないため、使用しないでください。 

 

（２）タイムフィラーに関して 

 カット＆スルーを使用する場合、使用しない場合と較べてタイムフィラーを送信する可能性があります。 

 タイムフィラーの出る要因としては、 

 ①ネットワーク遅延のばらつき 

 ②ネットワーク上でのパケットのロスト、ネットワーク障害 

 があります。 

  

 ①は、送信開始ディレイタイマーＴ１を以下の値に設定することでほぼ防げます。 

 Ｔ１＝（Ｔmax－Ｔmin）×（最大ブロック数－１） 

 Ｔmax＝ネットワーク遅延の最大値、Ｔmin＝ネットワーク遅延の最小値 

 最大ブロック数＝最大テキストサイズ／テキスト分割サイズ 

 

 但し、Ｔ１の値を余り大きくするとカット＆スルーによる伝送効率のアップの効果が薄れます。 

 

 ②は、ホストまたは端末のＳＴＸ受信後のＥＴＸ待ちタイムアウトになる可能性があります。 

 ホストまたは端末の動作が問題ないか確認しておく必要があります。 
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３．２ 遅延時間の目安に関して 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを使用する場合、伝送路にＩＰネットワークを使用するため、専用線等を

使用する場合に較べて伝送時間が増大します。以下、ＳＹＮ同期の時の伝送遅延の目安に関して記述

します。 

 

  （１）前提条件 

   前提条件として 

・ＩＰネットワーク上で経由するＷＡＮは１個。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ間のＴＣＰコネクションが既に確立していること。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒの設定は標準設定 

   とします。 

 

  （２）遅延時間の定義 

遅延時間の定義は、「受信側がフレームを受信終了後、送信側ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが送信終了

までの時間≒  専用線を使用した時と比較して遅れる時間」とします。 

 

  （３）遅延時間の目安 

ａ）カット＆スルーを使用しない場合 

  データ長：Ｙオクテッド、回線スピード：Ｓｂｐｓ 

  ＵＳＴ内遅延時間：Ｌ 

  Ａ：非透過時＝９、透過時＝１１ 

  ｌｏ＝ＬＡＮオーバヘッド＝（（Ｙ＋Ｈ）＊８／Ｍ）＊２＋Ｎ 

  Ｈ＝各ヘッダー長の和＝MAC ﾍｯﾀﾞｰ長+IP ﾍｯﾀﾞｰ長+TCP ﾍｯﾀﾞｰ長+UST ﾍｯﾀﾞｰ長＝１１２ 

  ＬＡＮのスピードＭ［メガ］、ルータ間遅延時間 Ｎ 

  ｒｓｄ＝ＲＳｏｎからＣＳｏｎまでの遅延時間、ＲＳ制御なしの場合は０ 

 

   遅延時間＝２Ｌ＋（Ｙ＋Ａ）＊８／Ｓ＋ｒｓｄ＋ｌｏ 

 

ｂ）カット＆スルーを使用する場合 

データ長がテキスト分割サイズより小さい場合は、ａ）と同じです。 

テキスト分割サイズ：Ｘオクテット 

Ｂ：非透過時＝６、透過時＝７ 

スタートディレイタイム：Ｔ 

 

   遅延時間＝Ｔ＋２Ｌ＋（Ｘ＋Ｂ）＊８／Ｓ＋ｒｓｄ＋ｌｏ 

 

データ長（オクテット） ＵＳＴ内遅延時間（ミリ秒） 

１０ 約３ 

２５６ 約４ 

１０２４ 約６ 

 

  （４）注意点 

 

    電文中にフィラーまたはＤＬＥコードが、含まれると遅延時間が増大します。 

 



 

 28 

 

Appendix-A（規約） 

 

ＲＦＣ番号 Ｔｉｔｌｅ 

７９１  Internet Protocol 

７９２  Internet Control Message Protocol 

７９３  Transmission Control Protocol 

８２６  Ethernet Address Resolution Protocol 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 内容 

Ｖ．２４  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の相互接続回路の規定 

Ｖ．２８  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の電気的特性の規定 

Ｖ．２５bis  自動起呼／自動応答手順についての規定 

 

その他の規約 内容 

全銀プロトコル  全銀協標準通信プロトコル 

ＪＣＡ手順  取引先データ交換標準通信手順 

ＢＳＣ  Binary Synchronous Communications 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空白」 
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